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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柔軟な素材で構成されている矩形状の下面部と、当該下面部と同一の素材で構成されて
おり前記下面部の四辺とそれぞれ接続して相対向する二組の側面を形成している側面部と
、を備えており、使用時には上面が開放された略立方体形状となる容器であって、
　前記側面部の各々の上辺に沿って上辺支持部材が配置されており、隣り合う前記側面と
前記側面との境界に沿って側辺支持部材が配置されており、前記下面部の四辺のうち互い
に対して並行となるいずれか二つの辺に下辺支持部材が配置されており、
　前記側面部の上側のコーナー部に、隣り合う二つの上辺支持部材と一つの側辺支持部材
の上端部とを連結する上端連結部材が配置されており、
　前記側面部の下側のコーナー部に、一つの下辺支持部材と一つの側辺支持部材の下端部
とを連結する下端連結部材が配置されており、
　前記上辺支持部材、前記側辺支持部材、前記下辺支持部材、前記上端連結部材、および
前記下端連結部材を覆う帯状補強部材をさらに備えており、
　前記上辺支持部材と前記側辺支持部材と前記下辺支持部材とが棒状の剛性部材で構成さ
れており、
　前記上端連結部材と前記下端連結部材とが前記棒状の剛性部材の端部を収容する柔軟な
素材で構成されており、
　前記側面部の上辺を平面視で右回りまたは左回りに回転させることで、前記上辺支持部
材と前記側辺支持部材とが積み重なるように折り畳まれ、
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　前記上端連結部材が、前記帯状補強部材に固定されていることを特徴とする折り畳み容
器。
【請求項２】
　前記下端連結部材が、前記帯状補強部材に固定されていることを特徴とする請求項１
に記載の折り畳み容器。
【請求項３】
　柔軟な素材で構成されている矩形状の下面部と、当該下面部と同一の素材で構成されて
おり前記下面部の四辺とそれぞれ接続して相対向する二組の側面を形成している側面部と
、を備えており、使用時には上面が開放された略立方体形状となる容器であって、
　前記側面部の各々の上辺に沿って上辺支持部材が配置されており、隣り合う前記側面と
前記側面との境界に沿って側辺支持部材が配置されており、前記下面部の四辺のうち互い
に対して並行となるいずれか二つの辺に下辺支持部材が配置されており、
　前記側面部の上側のコーナー部に、隣り合う二つの上辺支持部材と一つの側辺支持部材
の上端部とを連結する上端連結部材が配置されており、
　前記側面部の下側のコーナー部に、一つの下辺支持部材と一つの側辺支持部材の下端部
とを連結する下端連結部材が配置されており、
　前記上辺支持部材、前記側辺支持部材、前記下辺支持部材、前記上端連結部材、および
前記下端連結部材を覆う帯状補強部材をさらに備えており、
　前記上辺支持部材と前記側辺支持部材と前記下辺支持部材とが棒状の剛性部材で構成さ
れており、
　前記上端連結部材と前記下端連結部材とが前記棒状の剛性部材の端部を収容する柔軟な
素材で構成されており、
　前記側面部の上辺を平面視で右回りまたは左回りに回転させることで、前記上辺支持部
材と前記側辺支持部材とが積み重なるように折り畳まれ、
　前記上端連結部材が、隣り合う二つの上辺支持部材の端部を収容する円筒状の第一連結
部材と、一つの側辺支持部材を収容している円筒状の第二連結部材とで構成されており、
前記第二連結部材が前記帯状補強部材に縫い合けられて固定されていることを特徴とする
折り畳み容器。
【請求項４】
　前記第一連結部材が前記帯状補強部材に縫い合けられて固定されることで、前記上辺支
持部材と前記側辺支持部材とが連結されることを特徴とする請求項３に記載の折り畳み容
器。
【請求項５】
　前記下端連結部材が、前記帯状補強部材に固定されていることを特徴とする請求項３ま
たは４に記載の折り畳み容器。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用時には自立した状態で物品を収容することができ、非使用時には折り畳
むことができる折り畳み容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発明者は、使用時には自立し、非使用時には折り畳むことが可能なごみ入れを発明し、
特許文献１に開示している。 特許文献１のごみ入れは、柔軟性を有する袋状のごみ収容
部と、ごみ収容部の上端開口に設けられた上枠と、ごみ収容部の底部に設けられた下枠と
、上枠及び下枠を繋ぐ複数本の支柱とを具備している。特許文献１のごみ入れは、各支柱
を直線状に延ばしてごみ収容部を筒状に保持する使用状態と、各支柱を湾曲させてごみ収
容部を略扁平にする収納状態とが容易に切替え可能であることを特徴とする。
【０００３】
　また発明者は、自立時の剛性が高く風等の外力に対して倒れにくい自立型の折り畳み容



(3) JP 6564579 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

器を発明し、特許文献２で開示している。特許文献２の折り畳み容器は、シート部材又は
網状部材によって下面と側面とが形成されている容器であって、相対向する一対の側面の
側辺付近に合計四枚の板状補強材が設けられていることで、コーナー部に十分な強度が付
与されて自立可能となっている。特許文献２の折り畳み容器の折り畳み手順は、概ね以下
の四段階からなる。１）容器の上辺部の二つの稜角を相互接近させる。２）二つの側面部
及び下面部の対角線に折れ線を生じさせて中折りにする。３）二つの稜角を接触させて容
器を変形させ、他の稜角を相互接近させて順に中折りにする。４）板状補強材が設けられ
ている側面部だけを残し、他の面部を全て折り畳む。
【０００４】
　特許文献３には、略正方形の下面と、略正方形の４つの側面を有する箱状の折畳容器が
開示されている。特許文献３の容器は、側面のそれぞれを対角線で折り畳むことで側面の
上端の辺と側面の垂直な辺と側面の下辺とを重ね合わせ、最終的には、開口部を下面に対
して９０°捻った状態で折畳めるようになっている。特許文献３の折畳容器は、４つの側
面のうちの対向する位置にある任意の２つの側面に、折り畳む側の対角線と交差する対角
線の両端に沿うようにされた紐が設けられており、それらを外側に引くことにより、折畳
めるように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３４４３２８１号公報
【特許文献２】特許第５３０２６４８号公報
【特許文献３】特許第５０１６７９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１のごみ入れは、折り畳む際に複数の支柱を湾曲させる手順が必要となり、ま
た使用時に個々の支柱を伸ばす必要があるため、形状を変えることに手間がかかっていた
。特許文献２の折り畳み容器は、特に折り畳みのために複数の手順が必要であった。特許
文献３の折畳容器は、両側面の紐を引くことで迅速な折り畳みが可能であるが、使用可能
な状態に戻すには両側の持ち手を持って反対方向に引く必要があり、容器が大きい場合に
は単独の作業者による作業が困難となる可能性があった。そこで、容易に折り畳むことが
でき、且つ使用時の形状を容易に形成できる容器が求められていた。
【０００７】
　本発明の目的は、上記従来技術の解決すべき課題に鑑みてなされたものであって、使用
時に自立可能な容器であって、作業者が単独で使用時の形状と折り畳んだ非使用時の形状
とを容易に変更できる容器を提供することにある。
【０００８】
　本発明のもう一つの目的は、充分な剛性と耐久性とを有すると同時に、非常に軽量であ
る折り畳み可能な容器を、安価に製造して提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の発明は、柔軟な素材で構成されている矩形状の下面部と、下面部と同一
の素材で構成されており下面部の四辺とそれぞれ接続して相対向する二組の側面を形成し
ている側面部と、を備えており、使用時には上面が開放された略立方体形状となる折り畳
み容器に関する。本発明の折り畳み容器は、側面の各々の上辺に沿って上辺支持部材が配
置されており、隣り合う側面部と側面部との境界に沿って側辺支持部材が配置されており
、さらに、下面部の四辺のうち互いに対して並行となるいずれか二つの辺に沿って下辺支
持部材が配置されている。側面部の上側のコーナー部には、隣り合う二つの上辺支持部材
と一つの側辺支持部材の上端部とを連結する上端連結部材が配置されている。側面部の下
側のコーナー部には、一つの下辺支持部材と一つの側辺支持部材の下端部とを連結する下
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端連結部材が配置されている。本発明の折り畳み容器は、側面部の上辺を平面視で右回り
または左回りに回転させることで、上辺支持部材と側辺支持部材とが重ね合わされて折り
畳まれる。本発明の折り畳み容器は、上辺支持部材、側辺支持部材、下辺支持部材、上端
連結部材、および下端連結部材を覆う帯状補強部材をさらに備えており、上辺支持部材と
側辺支持部材と下辺支持部材とが棒状の剛性部材で構成されており、上端連結部材と下端
連結部材とが棒状の剛性部材の端部を収容する柔軟な素材で構成されている。請求項１記
載の折り畳み容器は、上端連結部材が、帯状補強部材に固定されていることを特徴とする
。 
【００１０】
　発明者は、下辺支持部材の配置を最適化することによって、容器の折り畳みと使用時の
形状への復元とがいずれも迅速に行えることを見いだして、本発明を完成させるに至った
。本発明の折り畳み容器は、上辺を平面視で右回りまたは左回りに回転させることで、上
辺支持部材および下辺支持部材が撓み、上端連結部材と下端連結部材とが変形し、同時に
下辺支持部材が配置されていない下面部の二つの辺とその周辺が折れ曲がって変形するこ
とで、非常に迅速且つ容易に折り畳むことができる。
【００１１】
　請求項２記載の折り畳み容器は、下端連結部材が、帯状補強部材に固定されていること
を特徴とする。 
【００１２】
　請求項３記載の折り畳み容器は、上端連結部材が、隣り合う二つの上辺支持部材の端部
を収容する第一連結部材と、一つの側辺支持部材を収容している第二連結部材とで構成さ
れており、第二連結部材が帯状補強部材に縫い合けられて固定されていることを特徴とす
る。請求項４記載の折り畳み容器は、第一連結部材が帯状補強部材に縫い合けられて固定
されていることで上辺支持部材と側辺支持部材とが連結されることを特徴とする。請求項
５記載の折り畳み容器は、下端連結部材が、帯状補強部材に固定されていることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１３】
　下面部の四辺のうちいずれか二つの相対する辺に下辺支持部材を配置し、他の二つの辺
には支持部材を配置していない本発明の容器は、上辺支持部材を平面視で右回りまたは左
回りに回転させることで、非常に迅速且つ容易に折り畳むことができる。また、折り畳ん
だ非使用時の形状の容器について、隣り合う二つの上辺支持部材を作業者が持ち上げるこ
とで側面の略四角形の形状を復元することができ、非常に迅速且つ容易に使用時の形状に
復元することができる。このため、たとえ容器が大型である場合でも、折り畳みと使用時
の形状への復元の両方を、作業者が単独で行うことが可能である。
【００１４】
　本発明の折り畳み容器は、折り畳むときの上辺支持部材の回転方向が限定されないため
、平面視で右回りに回転させた場合であっても、平面視で左回りに回転させた場合であっ
ても、同じような大きさに折り畳むことができる。
【００１５】
　本発明の折り畳み容器は、上辺支持部材と、側辺支持部材と、下面部の四辺のうちいず
れか二つの相対する辺に配置された下辺支持部材とによって、使用時の略立方体の形状を
維持可能な十分な強度を確保することができる。この結果、側面部と下面部とにより薄い
素材や網目状の素材を使用することが可能となり、全体として非常に軽量な折り畳み容器
を安価な材料で構成して提供することができる。
【００１６】
　本発明の折り畳み容器は、上辺支持部材と側辺支持部材と下辺支持部材と上側連結部と
下端連結部材とを全て覆う帯状補強部材を更に備えている。上端連結部材と下端連結部材
とが、帯状補強部材に固定されていることで、折り畳みと復元とを繰り返しても支持部材
の位置がずれたり連結部材から外れて抜けたりする虞が低減されており、十分な耐久性を
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確保することができる。
【００１７】
　本発明の折り畳み容器は、上端連結部材が、隣り合う二つの上辺支持部材の端部を収容
する第一連結部材と、一つの側辺支持部材を収容している第二連結部材とで構成すること
ができる。第一連結部材と第二連結部材とがそれぞれ帯状補強部材に縫い合けられて固定
されることで結果として上辺支持部材と側辺支持部材とが連結される構成とすることで、
折り畳みと復元との繰り返しによるそれぞれの補強部材の変形とそれによる連結部への負
荷を分散させて、より一層の耐久性を確保することができる。また、第一連結部材と第二
連結部材とに、汎用の円筒容器、たとえばチューブ等を利用することが可能となり、一層
安価に折り畳み容器を提供可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、使用時の状態の折り畳み容器の斜視図である。
【図２】図２は、折り畳み容器の隣りあう側面部の上辺付近を破断して示す部分拡大斜視
図である。
【図３】図３は、側面部の上辺を平面視で左周りに回転させたときの、折り畳み容器全体
の変形の一態様を模式的に示す斜視図である。
【図４】図４は、折り畳み容器の折り畳み完了状態の斜視図である。
【図５】図５は、側面部の上辺を平面視で右周りに回転させたときの、折り畳み容器全体
の変形の一態様を模式的に示す斜視図である。
【図６】図６は、折り畳み容器を折り畳み完了状態で自立させたときの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
［好適な実施形態］
　以下、本発明の折り畳み容器の好適な実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
図１に、本実施形態に従った、使用時の自立している形状をとった折り畳み容器１を示す
。折り畳み容器１は、四つの辺２１を備える矩形状の下面部２（底面）を備えている。折
り畳み容器１は略立方体形状とすることが好ましく、そのために、下面部２は略正方形で
あり、その四つの辺２１の長さはほぼ同一である。下面部２の四つの辺２１のことを、以
下、下辺２１ともいう。折り畳み容器１は、四つの下辺２１の中の対向する二つの辺に接
続しており、自立時に相対向する一対の側面を構成する略正方形の第一側面部３と、他の
下辺２１および第一側面部３の側辺と接続しており、第一側面部３と略垂直に配置されて
他の相対向する一対の側面を構成する略正方形の第二側面部４とを備えている。以下では
、第一側面部３と第二側面部４とを総称して、側面部３、４とも言う。また、第一側面部
３と第二側面部４との境界となる辺で、下面部２に対して垂直な四つの辺を総称して側辺
という。
【００２０】
　下面部２と側面部３，４は同一の網状（即ちネット状又はメッシュ状）またはシート状
の樹脂または布からなる素材で形成されている。いずれの素材も、単独では自立できない
程度の柔軟性を有している。下面部２と、側面部３，４は一枚の素材で形成されていても
良く、また原材料として別体であった素材が、縫合や溶着で接続されて用いられても良い
。下面部２と側面部３，４とを網状の素材で形成した場合には、風を通過させることがで
きるので吹き飛ばないという効果が得られる。シート状の素材で形成した場合には、風雨
や光を遮る効果を得ることができる。
【００２１】
　図２に、折り畳み容器１の隣りあう側面部３，４の上辺付近を一部破断した部分拡大斜
視図を示す。側面部３，４の各々の上辺に沿って上辺支持部材５が配置されている。側辺
に沿って、側辺支持部材６が配置されている。上辺支持部材５および側辺支持部材６は、
樹脂や金属からなる棒状の剛性部材であって、折り畳み容器１の折り畳み工程および使用
時の略立方体形状への復元工程で、撓み（弾性変形）は生じるが塑性変形することのない
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強度を備えており、折り畳み容器１の上辺と側辺の強度を確保している。
【００２２】
　図１に示すように、下面部２の下辺２１のうち第一側面部３と接続している下辺２１a
に沿って、下辺支持部材７が配置されている。第二側面部４と接続する下辺２１ｂには、
下辺支持部材は配置されない。下辺支持部材７は、上辺支持部材５および側辺支持部材６
と同一の棒状の剛性部材で構成されている。以下では、上辺支持部材５と、側辺支持部材
６と、下辺支持部材７とを総称して、支持部材５，６，７とも言う。
【００２３】
　側面部３，４の上側のコーナー部に、隣り合う二つの上辺支持部材５同士を直角に連結
する第一連結部材８ａと、第一連結部材８ａに近接して配置されている側辺支持部材６の
上端部を二つの上辺支持部材５と連結する第二連結部材８ｂと、からなる上端連結部材８
が配置されている。第一連結部材８ａと第二連結部材８ｂとは、いずれも樹脂や布等から
なる柔軟な円筒状の素材で構成されていて、内部に支持部材の端部を収容して支持部材の
位置決めをすることができる。なお、ここでいう「上側のコーナー部」とは、折り畳み容
器１を使用状態の形状に復元して自立させたときに側辺の上端部付近となる領域のことで
あり、折り畳み容器１を上面が開放可能な略立方体であるとみなしたとき、上面と側面と
が交わる頂点とその周辺部分を指している。
【００２４】
　側辺支持部材６は、上端部が第二連結部材８ｂの下側の開口から挿入されて収容されて
いる。第二連結部材８ｂの上端部は、側面部３，４上側のコーナー部付近に到達している
。第二連結部材８ｂの上端部は、第一連結部材８ａと交差したり、第一連結部材８ａの上
を通過して折り返されていても良い。第二連結部材８ｂと側辺支持部材６とは、帯状補強
部材１１に外面を覆われている。本実施形態では、帯状補強部材１１が、側辺支持部材６
と第二連結部材８ｂとを内包し、且つ側面部３，４の側辺とその周辺領域を挟み込んだ状
態で、縫合線１５の位置で側面部３，４と縫い合わされている。本実施形態の帯状補強材
１１は、樹脂または布からなるシート状の柔軟な素材であって、側辺支持部材６と第二連
結部材８ｂとを側面部３，４に固定すると共に、折り畳み容器１の側辺の強度を増し、側
辺支持部材６と第二連結部材８ｂを保護する部材として機能している。
【００２５】
　上辺支持部材５および第一連結部材８ａは、第一連結部材８ａの両端の開口から二つの
上辺支持部材５の端部がそれぞれ挿入されている状態で、帯状補強部材１２に外面を覆わ
れている。本実施形態では、帯状補強材１２は帯状補強材１１と同一の柔軟な素材であっ
て、第一連結部材８ａの中央部分が二本の縫合線１６の位置で帯状補強部材１２に縫い合
わされることで、第一連結部材８ａと上辺支持部材５とが、帯状補強部材１２に位置決め
固定される。さらに帯状補強部材１２は、上辺支持部材５と第一連結部材８ｂとを内包し
、且つ側面部３，４の上辺の周辺領域を挟み込んだ状態で、縫合線１７の位置で側面部３
，４に縫い合わされる。特に、縫合線１７の中の符号１７ａで示される区域は、側面部３
，４の他に第二連結部材８ｂを挟み込んで押しつぶした状態で縫い合わせが行われる。縫
合線１６，１７の縫い合わせを行うことによって、第一連結部材８ａと第二連結部材８ｂ
とからなる上端連結部材８が、側面部３，４の上側のコーナー部に位置決め固定される。
上端連結部材８は、縫合線１６，１７の位置で縫合によって押しつぶされて閉鎖されるの
で、収容されている支持部材５，６はその閉鎖位置に端部がつきあてられて位置決め固定
される。結果として帯状補強部材１２は、上辺支持部材５と側辺支持部材６とを上端連結
部材８を介して連結し、側面部３，４に対して位置決め固定するという機能を有する。同
時に、帯状補強部材１２は、折り畳み容器１の上辺の強度を増し、上辺支持部材５と第一
連結部材８ａを保護する部材として機能している。
【００２６】
　帯状補強材１１は、側面部３，４の側辺と側辺支持部材６とを挟み込んだ状態で、側面
部３，４の上端部から下端部まで連続して配置されている。最も好ましい帯状補強材１１
の配置の態様は、図１に示すように、長尺の帯状補強部材１１が、側面部３、４の一つの
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側辺と、下辺支持部材７の配置された下辺２１ａと、側面部３，４の隣り合う側辺とを連
続して切れ目なく挟み込むように配置された形態である。
【００２７】
　側面部３，４の下側のコーナー部には、側辺支持部材６の下端部とこれに近接する下辺
支持部材７の端部を連結する下端連結部材９が配置されている。下端連結部材９は、上端
連結部材８と同様に、柔軟な円筒状の素材で構成されていて、内部に支持部材６，７の端
部を収容して支持部材６，７の位置決めをすることができる。下端連結部材９は、一端側
の開口から側辺支持部材６の下端部が挿入され、他端側の開口から下辺支持部材７が挿入
されている状態で、帯状補強部材１１に外面を覆われる。本実施形態では、下端連結部材
９は、側辺支持部材６と下辺支持部材７とが到達していない中央部分で、帯状補強部材１
１に縫い合わされて位置決め固定される。帯状補強部材１１は、側面部３，４の側辺の周
辺領域の縫い合わせと同様にして、下辺支持部材７と下端連結部材９とを内包し、同時に
側面部３と下面部２が接続している下辺２１ａ周辺を挟み込んだ状態で、縫合線１５の位
置で側面部３と下面部２とに同時に縫い合わされる。このように、下辺支持部材７と下端
連結部材９とは、帯状補強部材１１によって、側面部３および下面部２に対して位置決め
固定される。
【００２８】
　本実施形態では、折り畳み容器１の上面部に、上面を対角線で四分割した形状の四つの
部材からなる蓋部材２０を配置した形態を例示している。蓋部材２０は、側面部３，４お
よび下面部２と同一の素材で形成されており、先端に閉鎖手段としての紐２２を通過させ
る穴が設けられており、開閉自在となっている。側面部３，４と蓋部材２０とは、縫合に
よって接続されている。本実施形態では蓋は必須の構成要素ではなく、折り畳み容器１に
収容する物品の種類等に応じて適宜形状や閉鎖方法を変更することができる。
【００２９】
　本実施形態では、側面部３，４と上端連結部材８との縫い合わせ位置の強度を向上させ
るために、側面部３，４の上辺に沿って第二の補強部材１８を配置し、縫合線１９で縫い
合わせて側面部３，４に固定している。第二の補強部材１８を配置することで、特に側面
部３，４が網状の素材で形成されているときに、確実な縫い合わせを行って縫い合わせ位
置の耐久性を向上させることができる。その他、収容する物品の重量や折り畳み容器１の
大きさに応じて、上端連結部材８の縫い合わせ位置や下端連結部材９の縫い合わせ位置に
も、追加の補強部材を配置することができる。
【００３０】
　［折り畳み容器の折り畳み方法］
　本実施形態の折り畳み容器１は、使用時の形状である略立方体形状から、簡単に折り畳
むことができる。折り畳み方法と、その工程における折り畳み容器の変形の態様について
、図３から図６を参照しつつ説明する。なお、以下の図面においては、折り畳まれる側面
部３，４と　下面部２の形状を識別しやすくするため、蓋２０の記載を省略している。ま
た図３から図６においては、説明の便宜上、上辺の各辺にａ，ｂ，ｃ，ｄの符号を付し、
側辺の各辺にｅ，ｆ，ｇ，ｈの符号を付している。折り畳み容器１は、側面部３，４の上
辺付近を平面視で右回り（時計回り）または左回り（反時計回り）に回転させることで、
非常に迅速且つ容易に折り畳むことができる。
【００３１】
　図３に示すように本発明の折り畳み容器１は、作業者が上辺を左回り（反時計回り）に
回転させると、上辺支持部材５と側辺支持部材６と下辺支持部材７とがわずかに撓み、そ
れ以上に上端連結部材８と下端連結部材９とが大きく変形する。上辺の開口部は、当所の
略正方形から、一旦ひし形に近い形状となる。下辺支持部材７が配置されていない一対の
下辺２１ｂは、いずれも大きく折れ曲がって変形し、下辺支持部材７が配置されている二
つの下辺２１ａが互いに接近する。このとき、一方の側面部３は、上辺ａと側辺ｈとに挟
まれた対角線の位置で内側に二つ折りになって、畳み込まれるように変形を始める。同様
に、他方の側面部３は、上辺ｃと側辺ｆとに挟まれた対角線の位置で内側に二つ折りとな



(8) JP 6564579 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

って、畳み込まれるように変形を始める。さらに回転が進むと、上辺ａと側辺ｅとが接近
し、上辺ｂと側辺ｆとが接近し、上辺ｃと側辺ｇとが接近し、上辺ｄと側辺ｈとが接近し
ていく。それぞれの上辺と側辺との距離が短くなると、一対の側辺部４もまた対角線で内
側に二つ折りとなる。最後に、上辺ａ，ｂ，ｃ，ｂが元の位置から９０度回転した位置に
到達すると、上面の開口部の形状が略正方形に戻り、上辺ａと側辺ｅとが重なり合い、上
辺ｂと側辺ｆとが重なり合い、上辺ｃと側辺ｇとが重なり合い、上辺ｄと側辺ｈとが重な
り合い、さらにそれぞれの側辺ｅ，ｆ，ｇ，ｈが使用時には向かって右側に位置していた
下辺２１ａまたは下辺２１ｂに重なり合う。図４に示すように、折り畳みが完了し、上辺
と側辺と下辺とが重なり合って略平行な状態となる時、一旦折れ曲がった一対の下辺２１
ｂは、上側に重なり合った側辺ｅまたは側辺ｇに倣って再び直線状となる。本実施形態の
折り畳み容器１は、図３の変形開始から図４の折り畳みの完了まではほとんど時間がかか
らず、また上辺を回転させる以外の工程は不要で、容易に折り畳むことができる。
【００３２】
　図５に示すように本発明の折り畳み容器１は、上辺を右回り（時計回り）に回転させる
ことでも容易に折り畳むことができる。作業者が上辺の回転を開始すると、左周りの時と
同様、上辺の開口部は、一旦、ひし形に近い形状となる。下辺支持部材７が配置されてい
ない一対の下辺２１ｂは、いずれも大きく折れ曲がって変形し、下辺支持部材７が配置さ
れている二つの下辺２１ａが互いに接近する。このとき、一方の側面部３は、上辺ａと側
辺ｅとに挟まれた対角線の位置から内側に二つ折りになって、畳み込まれるように変形を
始める。同様に、他方の側面部３は、上辺ｃと側辺ｇとに挟まれた対角線の位置から内側
に二つ折りとなって変形を始める。さらに回転が進むと、上辺ａと側辺ｈとが接近し、上
辺ｂと側辺ｅとが接近し、上辺ｃと側辺ｆとが接近し、上辺ｄと側辺ｇとが接近していく
。それぞれの上辺と側辺との距離が短くなると、他の一対の側辺部４もまた対角線で二つ
折りとなる。最後に、上辺ａ，ｂ，ｃ，ｂが元の位置から右回りに９０度回転した位置に
到達すると、上辺ａと側辺ｈとが重なり合い、上辺ｂと側辺ｅとが重なり合い、上辺ｃと
側辺ｆとが重なり合い、上辺ｄと側辺ｇとが重なり合い、さらにそれぞれの側辺ｅ，ｆ，
ｇ，ｈが使用時には向かって左側に位置していた下辺２１ａまたは下辺２１ｂに重なり合
って折り畳みが完了する。
【００３３】
　折り畳み容器１は、回転させる向きによって、側面部３，４が異なる対角線で折り畳ま
れることになるが、側面部３，４が柔軟な素材であるため、変形の過程で特に不具合は生
じない。また、下辺支持部材７が配置されていない一対の下辺２１ｂが、折り畳みの途中
の工程では適宜不定形で変形し、これに加えて上端連結部材８と下端連結部材９にも柔軟
性が確保されているため、変形途中の形状の自由度が高く、結果として右回転と左回転の
どちらを行っても容易且つ迅速に折り畳めることになる。一方、下辺支持部材７の配置さ
れている下辺２１ａを有することで、完全に折り畳まれたときの折り畳み容器１は、下面
部２の形状が安定しており、図６に示すように立てて保管することができる。
【００３４】
　［折り畳み容器の使用状態への復元方法］
　本実施形態の折り畳み容器１を、非使用時の折り畳み状態から使用時の略立方体形状に
展開して復元する工程は、折り畳まれた折り畳み容器１の任意の隣り合う二つの上辺を略
直角に維持して持ち上げるとの一つの工程のみからなる。二つの上辺を持ち上げると、最
初に側辺が上辺から離間して上面に対して略垂直に展開し、それとほぼ同時に下辺２１ａ
が両側の側辺に対して略垂直に展開し、最後に下辺２１ｂが側辺に対して垂直に展開する
。下面２の二つの下辺支持部材７は、折り畳み容器１を使用状態に復元する際には、上辺
支持部材５と協働して側辺を常に平行に維持し滑らかに側面部３，４を展開させる効果と
、下面部２の形状を規定する効果があり、一人の作業者が上面の一部分だけを持って展開
した場合でも、折り畳み容器１全体が迅速に復元される。
【００３５】
［その他の変更例］
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　本実施形態で説明した折り畳み容器１は、上端連結部材として第一連結部材と第二連結
部材の二つの円筒状の部材を用いているが、例えば、Ｔ型形状の三つの開口を有する連結
部材を形成し、それぞれの支持部材を挿入して用いても良い。また、下面部と側面部に対
して、支持部材および連結部材を配置する方法は、補強部材を用いた縫合による本実施形
態の方法の他、高分子化合物の直接の溶着や、紐等による結合も適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明の折り畳み容器１は、収集ゴミの一時保管容器、資源回収ボックス、その他一般
的な搬送容器として広く使用することができる。
【符号の説明】
【００３７】
　１…折り畳み容器
　２…下面部
　３，４…側面部
　５…上辺支持部材
　６…側辺支持部材
　７…下辺支持部材
　８…上端連結部材
　８ａ…第一連結部材
　８ｂ…第二連結部材
　９…下端連結部材
　１１，１２…帯状補強部材
　１５，１６，１７，１９…縫合線
　１８…第二の補強部材
　２１ａ、２１ｂ…下辺
　ａ，ｂ，ｃ，ｄ…上辺
　ｄ，ｅ，ｆ，ｇ…側辺
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